
「奥大山」ブランド発進：森と水とフルーツの里 プロジェクト’２００７ 【小規模事業者新事業全国展開支援事業】

【事業目的】

【年次計画】

【地域資源候補リスト】
奥大山の水(波動値が高い)
水源トラスト地ビール(銀賞)
大山おこわ(保存食品)
うど羊羹、花二輪
貝田米（奥大山米）
地酒、自然紀行大吟醸しづく
奥大山高原みそ
日野川の鮎料理(焼､生､煮､干)

【観光資源】
南大山ブルーベリー農園(日本一)15千本32品種
奥大山スキー場
釜こしき渓谷
木谷自然歩道
毛無山（カタクリの花）
鍵掛峠南壁
鏡ケ成高原
鬼面台
せせらぎ公園､ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ、蛍の里
江尾十七夜(伝統五百年)素朴
奥大山ブナの森工場(ｻﾝﾄﾘｰ第3の水)
大山鏡ヶ成スキー場
中電発電所跡(産業遺産)
大山道(ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ､゜フットパス)
風景ビューポイントの整備

※18年度からスタートした事業で、地域の資源を活かした新商品の開発や観光資源の開発など、地域の魅力の全国展開を目指す取組を支援する事業です。
１８年度は２０７件のプロジェクトが実施され、本年は２３３件(商工会地区１３６件、会議所９７件)採択され、鳥取県でも３件のプロジェクトがスタートします。

　①鳥取県商工会連合会　【「食と健康のコラボレーション」鳥取ブランド推進プロジェクト】
　②大山町商工会　　　　　【「大山ミュージシャンリゾート」構想推進】

・癒しブーム
・本物志向(自然)
・ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑの人気
・団塊世代市場の活性化

Ⅰ．  《観光開発事業》　(交流人口増加対策)

　　１）観光資源である豊富な自然・景観(森と水)を活用した観光開発
　　 ①景観整備
   　②エコツツーリズム整備やグリンツーリズム整備(体験・参加型)
　   ③新たなコンセプト(森・水・フルーツ)に基づくイベント開発
  　２）新たな観光施設と既存施設・資源(周辺施設・資源含む)との連携
　　　による広域周遊観光の開発
　   ①町内(ブルーベリー農園、サントリー)
　   ②町外(花回廊、日野町金持神社、蒜山高原等)の観光資源との連携。
　　 ③観光ツアーの企画実行(後醍醐天皇縁の地､風景ﾋﾞｭｰｽﾎﾟｯﾄ､
　　  　山菜､岩魚、自然ふれあいツアーｅｔｃ)

 Ⅱ．《特産品開発事業》
　　１）トップブランドの育成
　　　　・ブルーベリー(加工品､素材の用途)と水関連商品の開発
　　　　(ニューヨークの日本料理の名店、大手加工食品会社)

　　２）地域拘りブランドの育成
　　　・既存特産品(日本酒､大山おこわ､大山そば､日野川の鮎)商品の
　　　　ブラッシュアップと 新商品の開発

特産品開発と地域資源を相互に結び付け「奥大山ブランド」化を図り、交流人口の

増加と全国への情報発信（展開）を行うことにより地域（経済）の発展を目指す 

Ⅲ． 《情報発信＆販路開拓》
　　１）「奥大山」：森と水とフルーツの里のＣＩ戦略構築
　　２）観光・特産品等のＰＲ戦略

１）平成 19 年度の取組 

江府町商工会アクションプランを策定し、町の第４次江府町総合

計画を側面的支援し、その実現をサポートする。この実現をスム

ーズに効果的に行うため、当該「小規模事業者新事業全国展開支

援事業」を通じて統一ブランドの構築、商品開発、情報発信・販

路開拓などに取組んでいく。 

 

２）平成 20 年以降の取組 

 19 年度の成果を活かし、新たな商品開発や販売方法への取組み

と共に、広域的な観光連携を行い相乗効果スケールメリットを

発揮させる為、奥日野 3町（江府町・日野町・日南町）伯耆町・

南部町と隣接する岡山県真庭市などとの連携を図りながら事業

の拡大に努める。 

 

観光は、当地域の産業お越しのための重要な施策のひとつであり、農林業などの他産業と

連携を図りながら、広域的に関連させた観光地開発を行う 
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・江府町の文化、風土、歴史
・江府町第4次総合開発計画

・
人

・
モ
ノ

・
金

・
情
報

・県及び関係各種団体との
情     　　　　　　報発進及び
事業の調整。

〈地域＆産業の活性化〉

　 ・流動人口の取込
　 ・地方からの情報発信
　 ・新たな産業興し

　
　　　　 ・商工会員
　　 　・地域住民
　　 　・江府町
　　 　・鳥取県､周辺自治体
　　 　・町外観光施設
　　　・商工会＆支援センター


